第936回 生物科学セミナー
日時：　　9月25日（火）　16:40-18:10
演者：　大橋　一晴　講師 （筑波大学生命環境科学系）
演題:　看板を塗りかえる植物

　　　　ポリネーターの学習を介した花色変化の適応進化

　植物がもつ花の色は、自らの存在をポリネーター（花粉媒介動物）にアピールしたり、ポリネーターが色をたよりに同種の花をくり返しおとずれるよう仕向けたりすることで、送受粉の確実性を高める役割を果たすと考えられている。つまり、ある植物種にとって花は「看板」であり、その色は、ポリネーターに花粉をはこんでもらうための大切なトレードマークと言える。しかし世の中には、開花から咲き終わるまでのあいだに、花の色を老化では説明できないほど劇的に変えてしまう「花色変化」植物がある。大切な看板の色を塗りかえる、というこの奇妙な性質は、どのような植物で、どれくらいひんぱんに生じてきたのだろう？そして、そもそも何の役に立っているのだろう？ 本講演では、まず、広範な植物種における花色変化量の比較により、系統的制約や、植物の形質・生態的条件との関連について明らかになったことを述べる。さらに、これらの結果とポリネーターの行動に関する最新の知見をもとに、花色変化の適応的意義に関する新しい仮説を提唱する。最後に、室内実験と野外調査において、この新しい仮説を支持する結果が得られつつあることを紹介する。
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場所：　理学部２号館　２２３号室 
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